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2021年2月
東京大学政策評価研究教育センター × 東京商工リサーチ

コロナ関連倒産・破綻の状況、
アンケート調査から見えるコロナ禍における企業動向
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✓「法的倒産」と「私的倒産」の2つ

「法的倒産」
再建型の「会社更生法」と「民事再生法」
清算型の「破産」と「特別清算」

「私的倒産」
「銀行取引停止」と「内整理」

◼倒産とは
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※吹き出しは主な大型倒産
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◼企業倒産の推移（全国）

5月 前年同月比
▲54.8％
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◼倒産激減の理由
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◼倒産件数と銀行貸出推移
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中小企業向 総貸出金

出所：日本銀行
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◼倒産動向

民事再生法

2.24% 

破産 90.55% 

特別清算

4.19% 

取引停止処分

2.99% 

形態別 件数構成比
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社会保険・社会福祉・介護事業の倒産推移

件数 負債

300人以上
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従業員数別 件数構成比



6 Copyright ©2021 TOKYO SHOKO RESEARCH, LTD.

◼コロナ関連破たん（２月２日時点）

累計1,000件に達する
（倒産929件、弁護士一任・準備中71件）

【負債1,000万円以上 952件 負債1,000万円未満 48件】
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◼コロナで業況が激変している業種
12月の売上高が前年比「半減」以下の業種（降順・上位15業種）

順位 名称 構成比 回答数 母数

1 宿泊業 33.33% 14 42

2 生活関連サービス業，娯楽業 32.21% 48 149

3 飲食業 32.05% 25 78

4 学術研究，専門・技術サービス業 19.59% 67 342

5 不動産業 16.45% 25 152

6 各種商品卸売業 15.69% 8 51

7 繊維工業 14.74% 14 95

8 汎・生産・業務用機械器具製造業 14.51% 65 448

9 他のサービス業 12.92% 54 418

10 情報サービス・制作業 12.50% 53 424

11 建設業 12.16% 62 510

12 教育，学習支援業 11.43% 4 35

13 飲食料品小売業 11.32% 6 53

14 繊維・衣服等卸売業 9.41% 8 85

15 物品賃貸業 9.23% 6 65

1.07% 1.24% 1.06% 0.95% 0.74% 1.06%

8.51% 8.82% 8.62%
7.69% 8.08% 8.13%

7.31% 7.54% 7.39%
6.58% 6.86% 6.96%
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「廃業検討率」推移

大企業 中小企業 全企業

廃業検討の可能性「ある」と回答した企業の業種　（降順・上位15業種）

順位 業種 構成比 回答数 母数

1 飲食店 37.88% 25 66

2 その他の生活関連サービス業 29.69% 19 64

3 道路旅客運送業 28.57% 8 28

4 宿泊業 21.95% 9 41

5 インターネット附随サービス業 19.35% 6 31

6 洗濯・理容・美容・浴場業 18.75% 6 32

7 娯楽業 18.64% 11 59

8 繊維工業 18.26% 21 115

9 飲食料品小売業 14.52% 9 62

10 印刷・同関連業 14.49% 20 138

11 専門サービス業 14.09% 42 298

12 繊維・衣服等卸売業 13.13% 13 99

13 織物・衣服・身の回り品小売業 11.76% 4 34

14 家具・装備品製造業 11.63% 5 43

15 映像・音声・文字情報制作業 11.29% 7 62
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コロナ禍以後、既

に事業再構築を

行っている, 

826社, 9.71%

今後1、2年で大幅

な事業再構築を

行うことを考えて

いる, 

582社, 6.84%

今後1、2年で部分

的な事業再構築

を行うことを考え

ている, 

2,580社, 30.32%

今後2年以内に事

業再構築の意向

はない, 

4,520社, 53.13%

（全企業 8,508社）

利用した, 

6,914社, 56.78%

今後利用する

可能性がある, 

980社, 8.05%

利用予定はない, 

4,282社, 35.17%

（全企業 12,176社）

Q.コロナ関連の資金繰り支援策は利用しましたか？

「利用した」と回答した企業の業種（降順・上位15業種）

順位 業種 構成比 回答数 母数

1 道路旅客運送業 96.88% 31 32

2 飲食店 95.12% 78 82

3 その他の生活関連サービス業 86.84% 66 76

4 織物・衣服・身の回り品小売業 86.67% 39 45

5 印刷・同関連業 83.64% 138 165

6 宿泊業 83.02% 44 53

7 非鉄金属製造業 81.03% 47 58

8 ゴム製品製造業 76.92% 40 52

9 洗濯・理容・美容・浴場業 76.32% 29 38

10 輸送用機械器具製造業 75.86% 132 174

11 娯楽業 75.64% 59 78

12 鉄鋼業 75.27% 70 93

13 その他の教育，学習支援業 73.53% 25 34

14 繊維・衣服等卸売業 72.81% 83 114

15 その他の製造業 72.73% 88 121

Q.事業再構築（新分野展開、業態転換、事業・

業種転換、事業再編など）の意向は？

「事業再構築」実施または検討企業の業種（降順・上位15業種）,

順位 業種 構成比 回答数 母数

1 飲食店 84.38% 54 64

2 娯楽業 77.36% 41 53

3 織物・衣服・身の回り品小売業 75.00% 21 28

4 映像・音声・文字情報制作業 73.08% 38 52

5 繊維・衣服等卸売業 71.05% 54 76

6 印刷・同関連業 70.18% 80 114

7 その他の生活関連サービス業 68.52% 37 54

8 インターネット附随サービス業 66.67% 16 24

9 繊維工業 66.33% 65 98

10 広告業 65.31% 32 49

◼コロナで業況が激変している業種
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◼コロナ禍で倒産減少
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焼肉店の倒産 年次推移
件数 負債総額

✓ 2020年の「焼肉店」の倒産は14件（前年比33.3％減）で、過去10年間で最少を記録
⁻ コロナ禍で三密回避が求められているが、焼肉店の排煙装置による換気や“一人焼肉”などがプラ

スに働いたか
✓ 日本フードサービス協会の統計によると、2020年11月の焼肉店の売上高は前年同月比9.4％増と2カ

月連続でプラス
✓ 対照的に、居酒屋は同41.2％減
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◼休廃業・解散

休廃業・解散　倒産件数 年次推移 （単位：件）

年
休廃業・

解散
前年比 倒産 前年比

2013 34,800 13.68% 10,855 ▲10.47% 

2014 33,475 ▲3.81% 9,731 ▲10.35% 

2015 37,548 12.17% 8,812 ▲9.44% 

2016 41,162 9.63% 8,446 ▲4.15% 

2017 40,909 ▲0.61% 8,405 ▲0.49% 

2018 46,724 14.21% 8,235 ▲2.02% 

2019 43,348 ▲7.23% 8,383 1.80% 

2020 49,698 14.65% 7,773 ▲7.28% 
0
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休廃業・解散、倒産件数 年次推移

休廃業・解散 倒産

休廃業・解散　代表者の年代別構成比

年 2020年 2019年 2018年 2017年 2016年 2015年 2014年 2013年

20代以下 0.22% 0.16% 0.16% 0.15% 0.12% 0.13% 0.17% 0.12%

30代 0.76% 1.07% 0.97% 1.19% 1.24% 1.51% 1.45% 1.70%

40代 4.79% 4.75% 4.80% 5.23% 5.86% 5.83% 6.03% 5.77%

50代 10.01% 10.52% 10.36% 10.19% 10.73% 10.77% 11.04% 11.87%

60代 24.50% 27.50% 29.00% 32.95% 34.76% 35.27% 35.69% 36.37%

70代 41.77% 39.06% 37.53% 35.65% 33.29% 33.67% 33.61% 32.62%

80代以上 17.94% 16.94% 17.18% 14.64% 14.00% 12.83% 12.01% 11.54%

合計 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

60代以上 84.22% 83.50% 83.71% 83.24% 82.06% 81.77% 81.31% 80.54%
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◼社長の年齢調査
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社長の平均年齢推移
社長の年齢分布

年 30代以下 40代 50代 60代 70代以上

2014 4.03% 15.47% 22.86% 35.06% 22.58% 

2015 3.77% 15.48% 22.88% 34.57% 23.30% 

2016 3.46% 15.87% 22.56% 33.99% 24.12% 

2017 3.22% 15.58% 23.04% 31.98% 26.18% 

2018 2.99% 15.25% 23.28% 30.35% 28.13% 

2019 2.71% 14.65% 23.46% 28.82% 30.37% 

30代以下 40代 50代 60代 70代以上

増収 58.67% 53.49% 50.24% 47.60% 42.55%

減収 34.24% 38.94% 41.02% 42.85% 42.73%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

社長年齢別 増減収率

社長年齢別　業績状況

業績 30代以下 40代 50代 60代 70代以上

増収 58.67% 53.49% 50.24% 47.60% 42.55%

減収 34.24% 38.94% 41.02% 42.85% 42.73%

売上横ばい 7.09% 7.57% 8.74% 9.54% 14.71%

増益 48.96% 47.75% 46.26% 45.22% 41.75%

減益 42.99% 43.89% 44.04% 44.18% 41.69%

利益横ばい 8.06% 8.37% 9.70% 10.60% 16.56%

黒字 81.31% 81.72% 80.92% 80.03% 77.84%

赤字 17.90% 17.54% 18.18% 18.93% 20.54%

前期黒字 80.83% 81.52% 81.03% 80.39% 78.47%

前期赤字 18.42% 17.73% 18.07% 18.61% 19.97%

連続黒字 70.13% 71.01% 70.69% 70.04% 68.30%

連続赤字 7.39% 7.15% 7.95% 8.70% 10.53%


